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土
木
学
会
論
文
集
は
、
土
木
学
会
誌
の
臨
時

増
刊
号
と
し
て
1
9
4
4
（
昭
和
19
）
年
に
第

1
号
が
発
行
さ
れ
て
以
来
、
土
木
工
学
に
関
す

る
理
論
、
実
験
、
設
計
、
計
画
な
ど
の
研
究
論

文
、
創
意
の
あ
る
工
事
の
実
施
、
調
査
報
告
な

ど
を
掲
載
し
て
い
る
。

近
年
、
研
究
成
果
の
国
際
的
発
信
の
重
要

性
が
一
層
高
ま
る
中
、
学
協
会
が
発
行
す
る
学

術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
は
、
国
際
的
な
評
価
指
標
で

あ
る
ジ
ャ
ー
ナ
ル
イ
ン
パ
ク
ト
フ
ァ
ク
タ
ー

（Journal
Im
pact

Factor

：
以
下
、
J
I
F
）

の
取
得
や
、
主
要
な
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の

収
載
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
土
木
学
会
論

文
集
編
集
委
員
会
で
は
、
当
会
が
発
行
す
る

和
文
誌
（
土
木
学
会
論
文
集
）
お
よ
び
英
文
誌

（Journalof
JSCE

）
の
国
際
的
評
価
の
獲
得
、

な
ら
び
に
国
際
標
準
に
準
拠
し
た
編
集
運
営
体

制
の
確
立
を
目
的
と
し
て
、
近
年
、
ジ
ャ
ー
ナ

ル
編
集
体
制
お
よ
び
投
稿
・
査
読
・
発
刊
に
関

す
る
運
用
の
整
備
を
進
め
て
き
た
。

本
稿
で
は
、
2
0
2
6
年
1
月
よ
り
本
格

的
に
実
施
さ
れ
る
英
文
論
文
集
（Journal

of

JSCE

）
の
国
際
標
準
的
な
運
用
方
針
に
つ
い

て
、
そ
の
目
的
、
背
景
、
な
ら
び
に
具
体
的
な
整

備
内
容
と
今
後
の
展
望
を
報
告
す
る
。

ジ
ャ
ー
ナ
ル
編
集
整
備
の
目
的

土
木
学
会
に
お
け
る
論
文
集
編
集
の
中
長
期

的
目
標
は
、
和
文
誌
お
よ
び
英
文
誌
双
方
に
お

い
て
Ｊ
Ｉ
Ｆ
を
取
得
し
、
そ
の
後
、
投
稿
数
・

掲
載
数
の
確
保
、
審
査
・
編
集
の
円
滑
化
を
通

じ
て
、
安
定
的
か
つ
持
続
的
な
運
営
を
維
持
・

向
上
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
、
学
術
文
献
の
イ
ン
デ
ッ
ク

ス
掲
載
を
目
指
し
、
ま
ず
和
文
誌
に
つ
い
て

は
、Elsevier

社
が
運
営
す
る
引
用
索
引
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
「Scopus

」
へ
の
収
載
を
最
初
の

ス
テ
ッ
プ
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
一
方
、
英
文

誌
に
つ
い
て
は
す
で
に
「Scopus

」
へ
の
収
載

を
果
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
次
な
る
段
階
と

し
てClarivate

A
nalytics

社
が
提
供
す
る

「Em
erging

Sources
Citation

Index

（
Ｅ

Ｓ
Ｃ
Ｉ
）
」
へ
の
収
載
を
目
指
す
方
針
で
あ
る
。

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
へ
の
収
載
は
、
将
来
的
な
Ｊ
Ｉ
Ｆ

取
得
へ
の
前
提
条
件
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
達

成
に
は
国
際
標
準
的
な
編
集
・
運
営
体
制
の
整

備
が
不
可
欠
で
あ
る
。

国
際
標
準
的
な
運
用
整
備
の
必
要
性

英
文
誌
の
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
収
載
に
は
、
国
際
標
準

に
準
拠
し
た
運
用
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
投
稿
規
定
、
倫
理
規

定
、
編
集
委
員
会
体
制
な
ど
の
整
備
が
必
須
で

あ
り
、
加
え
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
品
質
を
管
理

す
る
こ
と
が
審
査
に
お
け
る
重
要
な
要
素
と
な

る
。こ

の
た
め
、
土
木
学
会
論
文
集
編
集
委
員
会

で
は
、
外
部
の
学
術
出
版
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

会
社
の
助
言
を
得
な
が
ら
、
国
際
基
準
に
の
っ

と
っ
た
体
制
の
構
築
に
向
け
て
検
討
を
重
ね
て

き
た
。
特
に
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
審
査
項
目
の
中
で
も
重

視
さ
れ
る
「
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
」「
多
様
性
・
国

際
性
」「
掲
載
数
の
維
持
」「
論
文
の
質
」
を
満
た

す
た
め
に
、「
投
稿
数
の
増
加
」
が
大
き
な
課
題

と
な
る
。
そ
の
た
め
、
投
稿
準
備
の
簡
易
化
や
、

審
査
か
ら
掲
載
ま
で
の
期
間
短
縮
と
い
っ
た
、

著
者
に
と
っ
て
利
便
性
の
高
い
運
用
へ
の
改
善

が
求
め
ら
れ
た
。

具
体
的
な
整
備
内
容

今
回
の
英
文
論
文
集
（Journal

of
JSCE

）

の
運
用
見
直
し
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
具
体
的

な
改
善
を
実
施
す
る
。

投
稿
要
項
・
査
読
要
領
・
倫
理
規
定
の
改
訂

国
際
的
な
倫
理
指
針
に
準
拠
し
、
投
稿
者
・

査
読
者
・
編
集
者
の
責
務
と
手
続
き
を
明
確
化

す
る
。

投
稿
受
付
方
式
の
変
更
（
著
者
に
よ
る
フ
ォ
ー

マ
ッ
テ
ィ
ン
グ
作
業
の
廃
止
）

著
者
が
詳
細
な
原
稿
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
従
っ

て
作
成
し
た
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
原
稿
に
よ
る
投
稿

受
付
を
廃
止
し
、
必
要
最
小
限
の
情
報
の
み
に

限
定
し
た
フ
ォ
ー
マ
ッ
テ
ィ
ン
グ
不
要
の
Ｗ
ｏ

ｒ
ｄ
形
式
で
の
提
出
に
一
本
化
す
る
。
こ
れ
ら

の
整
備
は
、
著
者
負
担
の
軽
減
と
編
集
効
率
の

委
員
会
報
告

土
木
学
会
英
文
論
文
集
の
国
際
標
準
的
運
用
整
備
と

J
I
F
取
得
に
向
け
た
取
り
組
み

│
土
木
学
会
論
文
集
編
集
委
員
会
の
方
針
と
今
後
の
展
望
│

土
木
学
会
論
文
集
編
集
委
員
会
委
員
長

吉
田
秀
典
（
香
川
大
学
）

図1　 Journal of JSCE ジャー
ナル表紙
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向
上
の
双
方
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
り
、
投
稿

数
の
増
加
や
審
査
期
間
の
短
縮
に
も
つ
な
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

今
後
の
展
望

土
木
学
会
論
文
集
編
集
委
員
会
で
は
、
2
0

2
6
年
1
月
か
ら
英
文
論
文
集
（Journal

of

JSCE

）
の
新
体
制
の
運
用
を
開
始
し
、
新
運
用

で
の
受
付
・
審
査
・
掲
載
を
進
め
な
が
ら
、
Ｅ

Ｓ
Ｃ
Ｉ
収
載
申
請
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い

く
予
定
で
あ
る
。
中
長
期
的
に
は
、Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
収

載
を
経
て
Ｊ
Ｉ
Ｆ
取
得
を
実
現
し
、
国
際
的
に

広
く
引
用
・
参
照
さ
れ
、
質
の
高
い
、
魅
力
あ
る

論
文
発
表
の
場
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

英
文
論
文
集
（
通
常
号
・
特
集
号
）
の

再
編2

0
2
3
年
1
月
よ
り
、
和
文
論
文
集
（
通

常
号
・
特
集
号
）
を
掲
載
す
る
「
土
木
学
会
論

文
集
（Japanese

Journal
of
JSCE

）
」
と
、

英
文
論
文
集
（
通
常
号
・
特
集
号
）
を
掲
載
す

る「JournalofJSCE

」の
2
誌
体
制
と
な
り
、

通
常
号
と
特
集
号
を
一
つ
の
論
文
集
に
ま
と
め

た
構
成
で
刊
行
し
て
い
た
。

今
回
、
2
0
2
6
年
1
月
か
ら
の
英
文
論
文

集（JournalofJSCE

）の
運
用
整
備
に
伴
い
、

英
文
論
文
集
（
通
常
号
・
特
集
号
）
の
構
成
を

変
更
す
る
。
な
お
、
和
文
論
文
集
（
通
常
号
・
特

集
号
）
に
つ
い
て
は
、
2
0
2
6
年
1
月
以
降

も
変
更
は
な
い
。

「JournalofJS
C
E

」（
通
常
号
）

「Journal
of
JSCE

（
土
木
学
会
英
文
論
文

集
）
」
は
、
2
0
2
6
年
（
Ｖ
ｏ
ｌ
．14
）
よ
り
、

「
通
常
号
の
み
」
の
構
成
と
し
、
国
際
標
準
的
な

運
用
整
備
を
実
施
す
る
。

「Journal
of
JS
C
E
S
pecial

P
ublica-

tion

」（
特
集
号
）

2
0
2
6
年
1
月
よ
り
、
英
文
特
集
号
用

ジ
ャ
ー
ナ
ル「JournalofJSCE

SpecialPub-

lication

」を
創
刊
し
、特
集
号
の
英
文
論
文
の
掲

載
先
を
、こ
れ
ま
で
の「JournalofJSCE

」
か

ら
「JournalofJSCE

SpecialPublication

」

に
変
更
す
る
。

土
木
学
会
論
文
集
編
集
委
員
会
で
は
、
会
員

各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
よ
り

質
の
高
い
論
文
が
集
い
、
発
信
さ
れ
る
ジ
ャ
ー

ナ
ル
運
営
を
推
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。
今

後
と
も
、
論
文
集
の
発
展
に
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
。
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